
 

 

 

 

ごあいさつ 「蓮は平和の象徴なり」 

連日、猛暑日が続いております。そのような中、来館者の皆

様以上に元気なのが本館の大賀ハスです。夏空に向かって大

輪の花を咲かせ、私たちに元気を与えてくれています。 

 

過日、ハス祭の初日に観蓮会に参加させていただきました。

会場の東京大学旧緑地植物実験所には、世界１００種以上の

ハスが咲き誇り、多くの来場者の目を楽しませていました。 

一方、大賀ハスも中国や韓国、北米や欧州、中南米などの国々  

に友好を願い寄贈されてきた歴史があり、現在は世界 17か国

で栽培されているということです。また日本各地にも分根さ

れており、大賀博士は被爆地広島にもハスを贈りつつ、「蓮は

平和の象徴なり」という言葉を遺しました。 

おりしも本館のロビーでは千葉市教育委員会が後援の「市民

の描いた原爆の絵展」が開催されていました。大賀ハスたち

も、終戦８０年の節目に、一緒に平和を願ってくれているかの

ようでした。 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

花園公民館だより 

 

７月の主催事業の様子 

 

２０２５年 8 月１日 

科学教室「スノードームを作

ろう」[7/26] 

「雪」となる人工イクラや粘性の

液体をつくるなど、家ではできな

い体験に参加者の子ども、保護者

から大好評をいただきました。 

ステンシルの型染めで絵柄をつけ

てオリジナルのエコバッグを作る

講座。集中して作業し、世界に一

つだけの作品を完成させました。 

親子で作ろう！大賀ハスのラ

ンタン [7/30] 

] 

大賀ハスの発掘などについて説明

を聞き、公民館のハス池を見学し

た後、親子で協力して大賀ハスの

ランタンを作りました。 

環境教室「エコバッグづく

り」[7/31] 

花園ハス祭り観蓮会 

 

 

市民の描いた原爆の絵展 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お知らせ   年内のご参加・ご協力いただきたい行事等について 

 （１）花園公民館除草作業へのご協力のお願い 

 10 月２日（木）９：００～に今年度２回目の除草作業を実施いたします。今回お願いするサーク 

ルは以下の通りです。お忙しいところ恐れ入りますが、各サークル１名以上のご参加をお願いいたし 

 ます。 

花園公民館クラブ一覧表参照  

種別 （語学・こども・茶道・手芸・書道・ダンス・舞踊・ボランティア・調理・その他 ） 

（２）文化祭の開催時の部屋の貸し出しについて 

10 月 31 日（金）（前日準備）11 月１日（土）（文化祭 1日目）11 月２日（日）（文化祭２日目） 

の３日間は、文化祭の開催のため、すべての部屋・スペースは、通常の使用はできません。 

ご理解、ご協力のほど、よろしくお願いいたします。 
（３）花園公民館 花植えボタンティアへのご協力のお願い 

 11 月８日（土）10：30～に今年度 2回目の花植え活動を実施いたします。どなたでも参加可能で  

  すので、ご協力のほどよろしくお願いいたします。なお、ご協力いただける方は公民館職員にお伝 

 えください。 

（４）花園公民館 説明会開催について 

令和８年度に向けての公民館利用団体の登録・更新等の手続き、公民館の利用の約束事等に関する 

   説明会を、以下の要領で開催いたします。公民館を利用していただく皆様と、共通理解を図りたい 

  と考えております。つきましてはご多用のところ恐れ入りますが、ご参加のほどよろしくお願いいた 

します。 

① 日時  令和７年１１月８日（土）１４:００（１時間程度） 

② 場所  花園公民館 ２階 講堂 

③ 参加者 花園公民館登録団体から１名以上（昨年不参加のサークルは特に参加をお願いいたします。） 

④ 内容  ア公民館の目的 イ公民館の使用時の申し込み方法 ウ公民館使用時の留意事項 

エ書類配布及び「登録」（含む更新）・ 「出出書類」についての説明 オその他  

 （５）年末大掃除へのご協力のお願い 

11月 29日（土）年末の大掃除を実施いたします。各団体より 1，2名の参加者のご協力をお願い 

   いたします。短時間で終了するよう計画しておりますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

 

９月 

５日（火）絵本ワークショップ「読み聞かせとかんたん工作」 
（小学生夏休み体験講座） 

２４日（日）花園公民館避難所運営委員会研修（避難所開設訓練） 

８月 

２日,１６日(火) 親子で遊ぼう～親子体操教室～ [連続 2回講座] 

２５日（木）ポリ袋クッキング「日常食を非常食に」 

 

今後の主催事業の予定 

 


